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一橋大学大学院経営管理研究科 経営管理専攻 金融戦略・経営財務プログラム入学試験の重要な情報となりますので、できるだけ具体的に、また、評価が正確に伝わるようにお書きください。ご協力に感謝いたします。


【評価報告者と申請者（入学志願者）との関係】

１．志願者をどの程度の期間、どのような関係でご存知ですか？
評価報告者及び志願者の所属していた法人・部・課名等、できるだけ具体的にお答えください。

評価報告者と志願者との関係	期間
年	月から	年	月


評価報告者（直筆サイン又は印）：



志願者：



２．業務を通じて、あるいはその他の機会において、志願者の評価を以下の項目についてお答えください。

① 志願者が行っていた（いる）業務の内容：
（できるだけ具体的に 3 行から 5 行ほどでご説明ください。）





② 評価報告者による志願者の能力評価（点数に◯印をご記入ください）：

(a) 総合評価
1---------2---------3---------4---------5---------6---------7---------8---------9---------10
改善の余地が大きい	極めて優れている



(b) 基礎的な学力と理解力
1---------2---------3---------4---------5---------6---------7---------8---------9---------10
改善の余地が大きい	極めて優れている


 (
（別紙）
)







(c) 問題の本質を見抜き、新しいアイディアを着想する力
1---------2---------3---------4---------5---------6---------7---------8---------9---------10
改善の余地が大きい	極めて優れている



(d) アイディアを具体的な企画に変え、それを実現に結びつける力
1---------2---------3---------4---------5---------6---------7---------8---------9---------10
改善の余地が大きい	極めて優れている



(e) 人を説得し、目標実現に組織を統率する力
1---------2---------3---------4---------5---------6---------7---------8---------9---------10
改善の余地が大きい	極めて優れている



(f) 協力者を増やし、また人と協力して働く力
1---------2---------3---------4---------5---------6---------7---------8---------9---------10
改善の余地が大きい	極めて優れている



③ 以上の評価の理由として具体的に特記すべきことがあればお書きください。








3. 同様の業務を行っている方をいままで何人程度ご覧になってきましたか？その中で、志願者は上位何％に属するとお考えですか？








以上



修士論文計画書等作成要項
 (
1
：志望理由・自己アピール（
3
ページ以内）
2
：修士論文計画書
、あるいは、
修士論文構想書
（
2
 
ページ以内）
3
：その他（
1 
ページ）
)
修士論文計画書等（以下、計画書等）は表紙 1 ページ、内容 6 ページ、合計 7 ページを上限とします。作成にあたっては、A4 用紙縦に横書き、日本語で作成してください。計画書等に盛り込む内容は以下の 3 つのパートから成り立っています。作成の際はパートごとに改ページしてください。文字サイズは 10.5 ポイント以上にしてください。


表紙 (1 ページ)
必ず添付のフォームを使用してください。

[bookmark: _Hlk229404444]「修士論文計画書」あるいは「修士論文構想書」のどちらを提出するか選択し（Q8参照）、①志願者の氏名、②勤務先名称・部署・役職・業種、③勤務先からの派遣の有無（Q12 に社内選考の経緯とサポート内容を記入すること)、④希望する指導教員（Q7 に記載したもの、複数可）、⑤修士論文の題目（１行以内）、⑥「修士論文計画書」あるいは「修士論文構想書」の要約（10 行以内） を記入してください。

1. 志望理由・自己アピール（3 ページ以内）＊Q3~5 は任意でお答えください。

Q1. 金融戦略・経営財務プログラムを志望する動機、背景、本プログラムで学ぶことで獲得したいこと、修了後のご自身のキャリアパスに関する構想について説明してください。（1,000〜1,500字程度）

Q2．これまでに最も自分を成長させた、あるいは最も困難だったと考えることは何ですか。その理由、背景、メンバー、スキルについても具体的に記述してください。仕事に限らず、学生時代の部活動や現在の趣味でもかまいません。（500 字程度）

＊Q3．これまでにボランティア活動、社会・地域活動、サークル活動（大学以降の学生時代のものも可）などをしてきましたか。参加もしくは立ち上げた団体名、活動内容、期間、役割などがあれば記述してください。（400 字以内）

＊Q4．音楽、絵画、彫刻、建築、文学、哲学、スポーツなど、あなたが興味を持ち、評価するものがあれば、簡潔に記してください。（400 字以内）

＊Q5．取得資格、表彰など、特記したいこと、自分についてアピールしたいことがあれば自由に記述してください。（400 字以内）

 (
（別紙）
)



2. 「修士論文計画書」あるいは「修士論文構想書」（2 ページ以内）

Q6. 表紙で記載した修士論文の題目を記載してください。（1 行以内）

Q7. 修士論文の作成に関して指導を希望する専任教員名を記述してください。複数の教員名をあげてもかまいません。

Q8.
・「修士論文計画書」を提出する場合、Q6 であげた修士論文の題目に関する内容に興味を持った理由、どのような点を解明したいのか、その解明のための具体的な方法などを説明してください。加えて、参考文献、必要なデータやソフトウェアなどがあれば、それらについても記述してください。（2,000 字以内）
・「修士論文構想書」を提出する場合、Q6 であげた修士論文の題目に関する内容に興味を持った理由、どのような点を解明したいのかを説明してください。なお、構想書では、その解明の方法、参考文献、必要なデータ・ソフトウェアなどの記載は不要です。（2,000 字以内）

3. その他	（1 ページ以内）

Q9．英語力に関して、あてはまるものがあれば、具体的に記述してください。
1 英検・TOEFL・TOEIC 等の受験実績
2 海外勤務経験
3 留学経験
4 公表されている英語のレポートや論文の執筆
（英検・TOEFL・TOEIC などを受験している場合には、その点数を書き、得点表のコピーを同封して下さい。）

Q10．過去に修士論文あるいは博士論文を提出し審査に合格している（または合格見込みの）場合、もしくは学術論文などを刊行している場合、1.題目と 2.概要（3 行以内）を記してください。

Q11．プログラミング言語やソフトウェアについて、利用した事があるものがあれば記入してください。
	① R
	④ MatLab
	

	② Python
	⑤ C, C++
	

	③ STATA
	⑥ その他（
	）




Q12．企業派遣の方は、社内選考の経緯と企業からのサポート内容（授業料の支援や就業時間の配慮など)を具体的に説明してください。（200～400 字程度）


以上


研究歴・職歴 追加フォーム（WEB 出願フォームで書ききれなかった方のみご利用下さい）


	
勤務先名
	
勤務年数
	
勤務期間（西暦）
	
職	務	内	容

	
	
年
	年  月から
	

	
	⽉
	年  月まで
	

	
	
年
	年  月から
	

	
	⽉
	年  月まで
	

	
	
年
	年
月から
	

	
	⽉
	年  月まで
	

	
	
年
	年
月から
	

	
	⽉
	年  月まで
	

	
	
年
	年
月から
	

	
	⽉
	年  月まで
	

	
	
年
	年  月から
	

	
	⽉
	年  月まで
	

	
	
年
⽉
	年  月から
年
月まで
	

	
	
年
	年
月から
	

	
	⽉
	年  月まで
	

	
	
年
⽉
	年  月から
年
月まで
	

	
	
年
⽉
	年  月から
年
月まで
	

	
	
年
⽉
	年  月から
年
月まで
	

	
	
年
⽉
	年  月から
年
月まで
	



[bookmark: 03_最終版：中川修正_03_0606_2025（研究計画書表紙）.pdf]修士論文研究計画書等 表紙

	選択してください
（どちらかを○で囲む）
	修士論文計画書　　・　　修士論文構想書

	①志願者氏名
	

	②勤務先名称
	

	
	部署名：
	役職：

	業種（〇で囲む）
	1. 銀行・リース 2. 証券 3. 保険 4. 資産運用 5.貿易商社  6. コンサルティング 7. 監査法人・税理士法人等 8. 製造業	9. 建設	10.運輸 11.ガス・電気	12.情報・通信
13.小売り流通 14.サービス業 15.官公庁 16.その他（	）

	③勤務先からの派遣（〇で囲む）
	有	・	無

	④希望する指導教員
（〇で囲む、複数可）
	折原正訓 准教授
野間幹晴 教授
	篠崎裕司 准教授
本多俊毅 教授
	清水良樹 准教授
横内大介 教授
	中川秀敏 教授




⑤修士論文の題目（１行以内）


⑥「修士論文計画書」あるいは「修士論文構想書」の要約（10 行以内）



[bookmark: 04_最終版_0606_2025_（注意事項）.pdf]必要書類について


1. 書類全般


・各種証明書は原則として提出日から 3 か月以内に発行された原本を提出してください。ただし、そ
れより古い書類しかなく 3 か月以内の再発行が難しい場合や、原本が一部しかなく複写しか提出できないものについては、この限りではありません。

・入学志願票の氏名と提出書類の氏名が異なる場合には、戸籍抄本等の氏名変更を証明できる書類を添付して下さい。（入学時には、入学志願票の氏名が学生証に記載されます。）

1. 在職証明書


・一つの企業等で 2 年以上の実務経験を証明できない場合には、複数の企業等の証明書を提出してください。「2 年以上の実務経験」を証明できるものであれば、現職でない（過去の）在職証明書でも提出可能です。

・大学が指定した様式等はありません。所属、出願者本人の氏名、実務経験の期間（在職開始年月日
～終了年月日（または現在））が記載され、企業等の人事責任者等が証明する、という様式になっていることが望ましいです。

・雇用先以外からの証明方法としては、雇用保険あるいは厚生年金保険の記録でも受付可能です。
（前）勤務先からの在職証明の発行が難しい場合にも、下記の公的証明で代替としていただけます。雇用保険：ハローワークで「雇用保険被保険者資格取得届出確認照会回答書」を発行してもらい雇
用保険に加入していた期間および企業（等）名を証明。
厚生年金保険：年金事務所等で「被保険者記録照会回答票」等を発行してもらうことにより、厚生年金加入期間、勤め先等を証明

2. 入学志願票

・WEB 出願ページに必要事項を入力し、出力してください。送信ボタン押下後の訂正はできませんので、入力内容に誤りのないようご注意ください。
・「学校教育における 16 年の課程」に外国での学歴が含まれる方は、「16 年の課程を修了」していることがわかるよう、標準修業年限を正確に記載ください。
・修業年限は、卒業（修了）するのに定められた標準的な教育期間を指します。飛び級や留年、休学等で修業年限よりも長い（または短い）期間で卒業した場合でも、教育機関が定めた修業年限を記載して下さい。



3. レターパックライト

・レターパックの「ご依頼主様保管シール」は剥がさずご提出ください。 

・合格通知、入学手続き書類等は入学志願票の住所に送付します。レターパックライトに記載の住所と志願票の住所が異なる場合には WEB 出願ページにて「現住所」 「緊急連絡先」のどちらかを選択いただくか、特記事項欄に希望の送付先を入力してください。 




 (
出願についてのよくある質問
)
· ＷＥＢ出願と出願書類の郵送
・ＷＥＢ出願ページは出願期間にならないと入力できません。
・入力前に下記ウェブサイトに掲載の「ＷＥＢ出願ページ記入要領」を必ずご確認ください。
（https://www.fs.hub.hit-u.ac.jp/admission/exam/）
・必要事項を入力し、必ず「送信ボタン」を押下してください。送信ボタンを押下しないと入学志願票は生成されません。
・出願期間内に、検定料を納入し出願書類一式を提出（郵送）いただいて出願完了となります。ＷＥＢ
出願だけでは出願したことにはなりませんのでご注意ください。


· 海外在住者の出願について
・外国から出願する場合は、必ず出願期間前にメール（chiyoda-info@hub.hit-u.ac.jp）でお申し出ください。スケジュール等を確認いたします。
・出願書類の郵送締切は出願期間内必着としていますが、国際郵便の配達状況等により、日本国内からの出願より早く提出していただくことがあります。また、海外在住の場合は、第一次審査通過後の口述試験の実施方法について検討します。

· 入学志願票と提出書類の氏名が異なる場合
・入学志願票の氏名と提出書類の氏名が異なる場合には、戸籍抄本等の氏名変更を証明できる書類を添付してください。（本学入学に際しては、入学志願票の氏名が学生証に記載されます。）

· 卒業証明書・学業成績証明書
・各種証明書は、原則として提出日から３ヶ月以内に発行された原本を提出してください。ただし、複写可の断り書きがある書類についてはこの限りではありません。また、厳封提出の必要はありませんが、出身大学が厳封にて発行した場合はこの限りではありません。

· 在職証明書
・一つの企業等で２年以上の実務経験を証明できない場合には、複数の企業等の証明書を提出してください。「２年以上の実務経験」を証明できるものであれば、現職でない（過去の）在職証明書でも提出可能です。
・大学が指定した様式等はありません。所属、出願者本人の氏名、実務経験の期間（在職開始年月日～ 終了年月日（または現在））が記載され、企業等の人事責任者等が証明する、という様式になっていることが望ましいです。
・やむを得ない事情により在職証明書が提出できない場合は、雇用先以外からの証明方法として雇用保険あるいは厚生年金保険の記録でも受付可能です。在職証明書を提出できない理由を記載した理由書とともに提出してください。



★雇用保険：ハローワークで「雇用保険被保険者資格取得届出確認照会回答書」を発行してもらい、雇用保険に加入していた期間および企業（等）名を証明。
★厚生年金保険：年金事務所等で「被保険者記録照会回答票」等を発行してもらうことにより、厚生年金加入期間、勤め先等を証明。

· 評価報告書（提出は任意になります。）
・所定の様式を使用し、評価報告者には直筆署名または押印を依頼してください。それ以外の記述についてはパソコンを使用していただいて構いません。出願者が内容を見ることのないよう、必ず評
価者が厳封したものを提出してください。
・複数の評価報告書を提出いただくことも可能ですが、提出数が多いこと自体は審査上の加点にはなりません。

· 修士論文計画書等
・表紙の「修士論文の題目」には、ＷＥＢ出願ページの入学志願票の「研究題目」と同じ内容を記載してください。また、正本と副本は内容が同じものを計３部（正本１部、副本２部）ご提出ください。

· レターパックライト
・第一次結果通知書の送付に使用します。「お届け先」に住所・氏名を記入し、「ご依頼主様保管シール」を剥がさずにお送りください。
・第二次試験の合格通知書および入学手続き書類等は、入学志願票の住所（ＷＥＢ出願ページで入力した住所）に送付します。第一次試験結果通知用レターパックライトに記載した住所と志願票の住所が異なる場合はご承知おきください。

· 入学検定料振込受取書等
・入学検定料の振込控え（明細書）を出願書類とともに必ずご提出ください。銀行・コンビニエンスストア等で振込後に発行されるサイズが小さい明細書については、紛失を防ぐためＡ４用紙に貼り付けてください。

【注意事項】
出願に関するお問い合わせは、一橋大学千代田キャンパス事務部教務担当までメール
（chiyoda-info@hub.hit-u.ac.jp）でお願いします。
※電話によるお問い合わせには対応いたしかねますのでご承知おきください。


※提出書類に不備があった場合等、入学志願票に記載のメールアドレスに連絡することがあります。

